









































































































ての版本の販売にその名を明記した方がメリットがある場合にのみ黒子は頭巾を脱ぐ。挿絵における師宣 その典型的な例で ったが、本文版下を請け負った武藤西察 書が、当時師宣に匹敵する名声を備えていたとはとても思えない。むしろ武藤西察 側にこそ名前を明記することによって得るメリットがあったと考えるべきであり、おそらくは当時浪人中であったと思われる西察が、能書を売り物にして 右筆職等への登用を目論んでのアピールであった可 性が高い。　
しかしこの西察をはじめとして、往来物手本を自作し出 した書家
の出自は、多くが皆目わからない。おそらくは、 「むかし、中国長田の城 ゆうひつ、鳥飼吉郎左衛門」 （ 『一夜船』巻四の二「八百八品のうき世小路」 ）と書き始められる うな諸藩の右筆の致仕し 後の姿ではなかったか、と思われるが、これも憶測 域を出ない。　
当然といえば当然かもしれないが、彼らの自筆になる肉筆手本は、

























































































手本と思われ 巻子本（縦三一・八センチ、横七七五センチ。草花文様雲母引きの色変わり料紙。 ）が出現した（母利蔵） 。自筆手本巻には『今川準書』の本文のあとに、版本にはない、　　
 御札拝見仕候。□□愚庭之梅花紅白交枝色香最深之時節候。早々以光臨一折興行 はゞ尤本望候。 兼又先日所御覧候鶯懸御意候哉。雖下品候一籠令進候也 御所持之逸物申請度候。心緒期後□之時候。恐惶謹言。





考案し 幼い主君の手習い手本として献上した者 置散子、ということを意味する。すなわち、幼君 献上 たという『今川準 』の原本がこれに相当 近世前期に作られ出版されたオリジナル
































































































学文なくてハ本理闇者也。行住座臥に忠孝を忘れず、礼を厚し、義を専とし、武芸にあそび、風俗悠々として世智にかしこからず、民をあハれみ、士を撫育し、武功ある人を愛敬 、善人を好むであしき者を遠ざく ば 国家の風俗をのづから能成もの也。然といへども、さのみ人を撰び捨べからず。是天下国家の大器とす。誠に智恵大なる のは、 天下を治ても不足なく、 小智 人は一国一城も治りかぬるもの也。生付才智ある人も琢かざれば正智の光出でず。雑智に慢じ驕たかぶりて琢磨の心ざしなき大将は皆数代もち来たる を失ひ家 亡事眼前也。不孝不忠の輩は義理をしらず。命は義 よつて軽し。義をしらざるもの武士の道をしらんや。 是臆病の張本たるべし。 罪科かろからず。　
大将たらん人は人をよく知事第一也。古今の名将皆よく人を知り給
へり。諸人の賢愚・侫奸・勇臆を知給ハん事品々多しといへども、先言と行と合とあハざるとのふたつにて大形しるゝもの也 いか程名言佳句をいふ も、行に邪あらバ侫奸の人としるべし。口に諂の詞なく行に私欲なきハよきものぞと知り給 べき也。　
惣て国家を治むべき人にハ後見といふものなくてハあるべからず。






賞を厚し罰をうすくすべし それい んとなれば、悪を罰せむと思ふに尽る事あるべからず。善をすゝめば悪はをのづから退くべし。惣て人の数多めしつかひ給ふ心操、日月の草木国土 照し給ふごとく、近習・外様 よらず、恵あまねく、それぞれの労にしたが 恩賞あるし。　
又朋友のまじハりは信を以て昵ぶべし。兄弟は愛敬に止り、夫婦別
あり。夫父母の行ひ、其子たる人見習ふもの れバ、昼夜心を尽 、誠を本としそだつべき事也。孟母が三遷理なる哉。父子 義 親たるもの慈愛を尽、 子たるもの孝に止べし。身体髪膚之を父母に受けたり。敢へて毀
ひ（ママ）
ざるを孝の始とす也。身を立て、道を行ひ、名を後世に


















































【付記】本稿は、 平成二十五年度日本学術振興会科学研究費補助金課題研究 「近世前期出版における筆工の文化的階層に関する基礎的研究」 （基盤研究
C
・
23520234 ）による研究成果の一部である。図版は、所蔵者を示
したもの以外は母利蔵本からのものである。翻刻および写真の掲載を許可された小泉吉永氏にお礼申し上げます。
（二〇一四年九月二十日受理）
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